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リーディング・プロジェクト（重点方針）

リーディング・プロジェクト（重点方針）の位置付けと方向性

第6次草津市総合計画の将来ビジョンである「ひと・まち・ときをつなぐ　絆をつむ
ぐ　ふるさと　健幸創造都市　草津」では、人と人、人から地域、まちへと“つながり”
が広がることで生まれる“絆 ”をつむぐことで、草津市が、ときを重ねても、誰からも
愛される “ふるさと ”となり、また、住む人、訪れる人、誰もが “健幸 ”になれるまち
を市民とともに創造していくことを目指しています。
第1期基本計画では、将来ビジョンの実現に向けて、草津市のまちづくりを先導・け
ん引する4つのリーディング・プロジェクトを重点方針として位置付け、分野横断的な
施策展開を図っていくものとします。
また、リーディング・プロジェクトの推進にあたっては、第1期基本計画期間中は、
統一テーマとして展開するため、予算編成方針等に一貫した方向性を持たせるものとし、
関連する施策・事業については、毎年実施する評価の中で、課題の見直しとさらなる
推進に向けた改善を図っていきます。

未来を担う子ども育成プロジェクト

地域の支え合い推進プロジェクト

にぎわい・再生プロジェクト

暮らしの安全・安心向上プロジェクト

将来ビジョン

ひと・まち・とき をつなぐ
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少子化や核家族化の進展、また、地域とのつながりの希薄化や保育ニーズの高
まりなど、子育てや教育を取り巻く環境は大きく変化しています。こうした中、子ど
もが未来を切り拓き、心豊かにたくましく生きていくためには、子育てや教育に関
する様々な取組を推進する必要があります。
このことから、地域で子どもを守り育てるまちづくりの推進、子育て支援の充
実や本市の強みを生かした教育など、子どもの豊かな育ちと学びを確かなものと
しながら、生涯にわたって必要な生きる力の基礎を培い、心豊かでたくましく生き
る子どもを育成し、未来に向けて健幸を創造するまちをつくります。

家族形態やライフスタイルの変化、地域コミュニティの希薄化を背景に、多様
化する市民ニーズに対して、従来の行政サービスでは解決できない複合的な課題
が増加しています。こうした中、子どもから高齢者まで、また、障害者や外国人、
生活に困難を抱える人など、すべての人々が地域や暮らし、生きがいを共に創り、
高め合うことのできる社会の実現に向けた取組を推進する必要があります。
このことから、地域住民が地域課題を「我が事」と捉え、人と人、人と資源が世
代や分野を超えて「丸ごと」つながるなど、お互いを大切にし、支え合い、絆をつ
むぎながら、誰もがいつまでも元気に活躍できる健幸を創造するまちをつくりま
す。

未来を担う子ども育成プロジェクト

地域の支え合い推進プロジェクト
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市全体では、人口増加傾向にありますが、一部の郊外部においては、すでに人
口減少が進んでいます。また、まちなか＊においても、将来的な人口減少により、に
ぎわいや魅力の低下が懸念されます。こうした中、各地域の状況や課題に応じた
取組が求められています。
このことから、まちなかでは、にぎわいと魅力にあふれるまちづくりを進めると
ともに、郊外部では、地域の産業や資源等を生かした取組を推進するなど、地域
らしさを大切にしたまちづくりを進めます。また、まち全体に公共交通ネットワー
クを形成するなど、市内外から人が集い、行き交い、将来にわたり、利便性が高く
快適に暮らし続けられる健幸を創造するまちをつくります。

地球温暖化に伴う記録的な猛暑や豪雨災害の増加、大規模地震、感染症の
世界的大流行など、これまでに経験したことのない事態が発生しています。
また、犯罪率や交通事故件数が県内で高い水準となっています。こうした
中、市民の暮らしの安全と安心を守る必要があります。
このことから、「強さ」と「しなやかさ」を備えた災害等に強いまちづく
りを進めるとともに、自らの地域は自らで守るという意識の醸成や、誰もが
安全で快適に生活できる環境整備を図るなど、市民・行政・関係団体等が一
体となった取組を進めることで、暮らしの安全と安心を守り、健幸を創造す
るまちをつくります。

にぎわい・再生プロジェクト

暮らしの安全・安心向上プロジェクト
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